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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ス
テ
ィ
グ
マ
（
人
物
紹
介
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
５
９
３
Ｑ

【
作
者
名
】

　
髪
槍
夜
昼

【
あ
ら
す
じ
】

　オ
リ
ジ
ナ
ル
小
説
「
ス
テ
ィ
グ
マ
」
の
人
物
紹
介
で
す
。

本
編
の
キ
ャ
ラ
の
容
姿
や
聖
痕
を
載
せ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ラ
誰
だ
っ
け
？
と
な
っ
た
時
に
で
も
見
て
下
さ
い
。
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神
無
棺

神
無
棺

カ
ン
ナ
 

ヒ
ツ
ギ

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
は
「
赤
」

フ
ェ
イ
バ
リ
ッ
ト
カ
ラ
ー
も
「
赤
」

主
人
公
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン
。

一
人
称
は
「
オ
レ
」

年
齢
は
十
七
歳
。

身
長
は
男
子
の
平
均
よ
り
少
し
高
い
程
度
。

赤
い
髪
に
赤
い
瞳
を
し
て
い
る
為
に
不
良
に
見
え
る
。

髪
と
目
は
天
然
だ
が
、
赤
色
が
好
き
な
の
も
事
実
で
あ
り
、
私
服
や
バ
イ
ク
も

真
っ
赤
に
染
め
て
い
る
。

不
良
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
飲
酒
喫
煙
を
し
た
こ
と
は
無
く
、
子
供
好
き
。

好
物
は
ク
ラ
ッ
カ
ー
。

理
由
は
不
明
だ
が
、
女
が
苦
手
で
、
触
れ
る
だ
け
で
身
体
が
ガ
タ
ガ
タ
と
震
え

る
。

レ
イ
ヴ
に
対
し
て
は
女
扱
い
し
て
い
な
い
為
に
触
れ
て
も
何
と
も
無
い
。

レ
イ
ヴ
の
影
響
か
、
他
人
に
流
さ
れ
易
い
が
、
基
本
的
に
は
優
し
い
性
格
。

そ
れ
故
に
、
他
人
の
ど
ん
な
意
見
を
頭
ご
な
し
に
否
定
す
る
こ
と
は
無
い
。

神
無
棺
と
言
う
名
前
は
孤
児
院
で
付
け
ら
れ
、
十
歳
以
前
の
記
憶
を
無
く
し
て

い
る
為
、
本
名
は
不
明
。

聖
痕
は
「
モ
ノ
を
無
重
力
状
態
に
す
る
」
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
詳
し
い
詳
細
は

本
人
も
理
解
し
て
い
な
い
。

自
身
の
記
憶
、
聖
痕
な
ど
、
自
分
の
こ
と
に
な
る
と
無
関
心
。

ま
た
、
ど
ん
な
に
一
般
人
に
溶
け
込
ん
だ
う
と
し
て
も
、
一
般
人
達
と
自
分
の

違
い
を
自
覚
し
て
し
ま
う
聖
痕
使
い
で
あ
り
な
が
ら
、
周
囲
に
溶
け
込
み
過
ぎ

て
い
る
異
質
な
面
が
あ
る
。

そ
の
為
、
十
歳
か
ら
聖
痕
が
目
覚
め
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
隙
間
の
神
と
接
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触
す
る
の
が
遅
れ
た
。

流
さ
れ
や
す
く
、
人
が
良
い
の
で
、
衣
や
色
雨
に
協
力
し
て
い
る
が
、
心
の
底

で
は
聖
痕
に
は
関
わ
り
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
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江
枕
衣

江
枕
衣

エ
マ
ク
ラ
 

コ
ロ
モ

ヒ
ロ
イ
ン
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン
。

一
人
称
は
「
私
」

口
調
は
誰
に
対
し
て
も
敬
語
で
あ
り
、
丁
寧
。

年
齢
は
十
七
歳
。

身
長
は
か
な
り
低
め
で
私
服
だ
と
中
学
生
で
も
通
る
程
。

栗
色
の
ふ
わ
っ
と
し
た
柔
ら
か
そ
う
な
髪
と
穏
や
か
な
目
を
し
て
い
て
大
人
し

そ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

し
か
し
、
実
際
は
結
構
激
情
家
で
喜
怒
哀
楽
が
激
し
い
。

性
格
は
多
感
で
生
真
面
目
で
あ
り
、
少
し
危
な
っ
か
し
い
。

聖
痕
を
秘
匿
す
る
組
織
、
隙
間
の
神
の
一
人
だ
が
、
ま
だ
見
習
い
隊
士
。

聖
痕
は
「
観
念
動
力
」
で
、
縄
や
鞭
な
ど
の
比
較
的
イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す
い
思

サ
イ
コ
キ
ネ
シ
ス

念
を
物
質
化
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

聖
痕
へ
の
恐
怖
心
故
に
、
本
来
の
使
い
方
よ
り
も
効
率
の
悪
い
使
い
方
を
し
て

い
る
。
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風
夏
櫛

風
夏
櫛

カ
ザ
ナ
ツ
　
ク
シ

髪
の
短
い
、
ボ
ー
イ
ッ
シ
ュ
な
少
女
。

棺
の
幼
な
じ
み
で
あ
り
、
同
じ
孤
児
院
出
身
。

棺
曰
く
、
か
な
り
の
ブ
ラ
コ
ン
ら
し
い
が
、
本
人
は
「
お
兄
ち
ゃ
ん
子
」
な
だ

け
と
否
定
し
て
い
る
。

目
立
つ
容
姿
の
為
に
友
達
が
出
来
な
い
棺
を
幼
な
じ
み
と
し
て
心
配
し
て
い
る
。

し
か
し
、
衣
に
言
わ
れ
た
よ
う
な
恋
愛
感
情
は
皆
無
。

棺
と
同
じ
学
校
に
通
っ
て
い
る
が
、
違
う
ク
ラ
ス
の
為
に
、
棺
と
あ
ま
り
学
校

で
会
う
こ
と
は
無
い
。

棺
と
は
長
い
付
き
合
い
だ
が
、
棺
が
話
さ
な
か
っ
た
為
に
聖
痕
の
こ
と
は
一
切

知
ら
な
い
。
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江
枕
色
雨

江
枕
色
雨

エ
マ
ク
ラ
　
シ
キ
ウ

男
に
し
て
は
長
め
の
ス
ト
レ
ー
ト
の
髪
を
し
た
男
。

歳
は
二
十
代
前
半
く
ら
い
。

穏
や
か
な
顔
を
し
て
い
て
、
棺
曰
く
「
毒
気
が
抜
け
る
顔
」
を
し
て
い
る
。

少
々
過
保
護
な
程
に
妹
の
衣
を
大
切
に
思
っ
て
お
り
、
衣
に
は
シ
ス
コ
ン
呼
ば

わ
り
さ
れ
て
い
る
が
、
否
定
し
て
い
な
い
。

両
親
を
失
っ
た
衣
を
養
子
に
引
き
取
っ
て
い
る
為
に
、
実
は
義
兄
で
は
無
く
、

義
父
。

年
齢
的
に
違
和
感
が
あ
る
為
に
衣
は
「
兄
さ
ん
」
と
呼
び
、
兄
と
し
て
紹
介
し

て
い
る
。

か
つ
て
は
熱
く
、
正
義
感
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
が
、
あ
る
事
件
以
降
、
多
く
の

他
人
よ
り
も
、
大
切
な
者
を
優
先
す
る
よ
う
に
な
り
、
か
つ
て
程
、
隙
間
の
神

の
仕
事
に
意
欲
的
に
な
ら
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
を
元
弟
子
で
あ
る
炬
深
は
「
腑
抜
け
た
」
と
常
々
嘆
い
て
い
る
。

隙
間
の
神
と
し
て
所
属
し
て
い
る
部
隊
は
「
権
天
使
」
だ
が
、
本
気
を
出
せ
ば

ア
ル
ヒ
ャ
イ

「
座
天
使
」
程
の
力
を
持
っ
て
い
る
ら
し
い
。

ス
ロ
ー
ン
ズ

そ
れ
で
も
、
町
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
出
世
す
る
気
は
ゼ
ロ
。

ス
テ
ッ
キ
の
よ
う
な
形
状
の
銃
タ
イ
プ
の
聖
痕
装
置
「
ウ
リ
エ
ル
」
を
使
う
。
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繰
上
炬
深

繰
上
炬
深

ク
ル
ジ
ョ
ウ
　
キ
ョ
ミ

清
楚
な
雰
囲
気
を
持
ち
、
読
書
が
似
合
い
そ
う
だ
が
、
中
身
は
意
外
と
そ
う
で

も
無
い
。

歳
は
棺
達
よ
り
四
、
五
歳
上
で
色
雨
よ
り
は
下
。

か
つ
て
師
弟
関
係
だ
っ
た
色
雨
を
尊
敬
し
て
お
り
、
今
も
出
来
る
だ
け
接
点
を

持
と
う
と
努
力
し
て
い
る
。

現
在
は
一
般
隊
士
か
ら
智
天
使
に
な
り
、
色
雨
の
上
司
に
な
っ
て
い
る
。

ケ
ル
ビ
ム

色
雨
が
他
人
行
儀
で
敬
語
を
使
う
の
が
嫌
い
で
、
使
う
と
不
機
嫌
に
な
る
。

同
じ
本
部
で
働
け
る
よ
う
に
出
世
を
願
っ
て
い
る
が
、
本
人
が
町
を
離
れ
る
気

が
無
い
為
に
拒
否
さ
れ
た
。

色
雨
の
守
り
た
い
、
大
切
な
者
の
内
の
一
人
だ
が
、
本
人
は
衣
だ
け
だ
と
思
っ

て
い
る
。
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レ
イ
ヴ
・
ロ
ウ
ン
ワ
ー
ド

レ
イ
ヴ
・
ロ
ウ
ン
ワ
ー
ド
（
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ
 

Ｌ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
）

銀
髪
に
碧
色
の
目
を
し
た
異
国
の
少
女
。

一
人
称
は
「
私
」

語
尾
に
「
～
で
あ
る
」
を
付
け
る
の
が
口
癖
。

棺
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
で
、
一
年
前
か
ら
の
付
き
合
い
。

男
子
の
制
服
と
女
子
の
制
服
を
ど
ち
ら
も
持
っ
て
お
り
、
よ
く
男
装
す
る
。

本
人
曰
く
、
男
子
で
も
女
子
で
も
大
丈
夫
ら
し
い
。

よ
く
ど
こ
ま
で
が
真
実
か
悩
む
嘘
を
つ
き
、
胡
散
臭
い
。

日
本
語
は
話
せ
る
が
、
漢
字
が
苦
手
で
勉
強
も
苦
手
。

個
性
的
過
ぎ
る
キ
ャ
ラ
の
為
に
棺
達
以
外
に
仲
の
良
い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
い
な

い
。

ふ
ざ
け
て
抱
き
着
い
た
り
も
す
る
が
、
棺
に
対
す
る
恋
愛
感
情
は
微
妙
。

棺
も
家
に
行
っ
た
こ
と
が
無
か
っ
た
り
、
ど
の
国
出
身
な
の
か
を
明
か
さ
な
か

っ
た
り
、
割
と
謎
が
多
い
。
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軽
根
間
人

軽
根
間
人

カ
ル
ネ
　
マ
ヒ
ト

車
椅
子
に
乗
っ
て
い
る
が
、
や
た
ら
と
明
る
く
、
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
男
。

色
雨
の
知
人
で
、
昔
、
衣
も
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

正
規
の
隙
間
の
神
で
は
無
く
、
協
力
者
と
し
て
、
自
分
の
正
義
感
に
の
み
従
い
、

人
を
助
け
て
い
た
が
、
あ
る
時
、
返
り
討
ち
に
遭
い
、
そ
の
後
遺
症
で
下
半
身

が
動
か
な
く
な
っ
た
。

「
正
義
の
味
方
」
の
よ
う
に
な
ろ
う
と
を
目
指
し
て
い
た
が
、
返
り
討
ち
に
あ

っ
た
敗
北
感
と
無
力
感
か
ら
絶
望
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

聖
痕
使
い
だ
っ
た
が
、
現
在
は
使
う
こ
と
が
出
来
な
い
。

最
後
に
助
け
た
者
が
「
初
和
音
実
」
で
あ
り
、
音
実
曰
く
、
婚
約
し
て
い
る
ら

し
い
。

棺
に
ロ
リ
コ
ン
の
疑
惑
を
持
た
れ
た
。
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初
和
音
実

初
和
音
深

ハ
ツ
ワ
　
ネ
ミ

明
る
い
性
格
の
中
学
生
く
ら
い
の
少
女
。

思
い
込
み
が
激
し
く
、
人
の
話
を
最
後
ま
で
聞
か
な
い
為
に
、
よ
く
暴
走
す
る
。

軽
根
間
人
の
婚
約
者
。

聖
痕
使
い
で
は
無
い
一
般
人
だ
が
、
違
法
聖
痕
使
い
と
関
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

軽
根
間
人
は
そ
の
事
件
で
大
怪
我
を
負
い
、
下
半
身
が
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

そ
の
こ
と
に
負
い
目
を
感
じ
て
お
り
、
間
人
か
ら
「
正
義
の
味
方
」
と
言
う
夢

を
奪
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

純
粋
な
好
意
と
そ
の
償
い
の
為
に
、
積
極
的
に
間
人
の
世
話
を
焼
き
た
が
る
。
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オ
ー
ミ
ー
・
氷
咲

オ
ー
ミ
ー
・
氷
咲

ヒ
ザ
キ

濡
れ
た
レ
イ
ン
コ
ー
ト
に
青
い
傘
を
持
っ
た
ハ
ー
フ
の
男
。

歳
は
棺
と
同
じ
く
ら
い
。

名
前
が
芸
人
み
た
い
な
こ
と
を
気
に
し
て
い
る
。

一
人
称
は
「
ボ
ク
」
で
、
所
々
カ
タ
コ
ト
に
な
る
が
基
本
的
に
は
丁
寧
に
話
す
。

聖
痕
は
「
怪
火
」

ウ
ィ
ル
オ
ウ
ィ
ス
プ

青
白
い
人
魂
を
生
み
出
し
、
そ
れ
を
見
た
者
の
体
感
時
間
を
延
長
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
る
。

本
質
は
「
魅
了
さ
せ
、
見
る
者
に
時
間
を
忘
れ
さ
せ
る
こ
と
」

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
魔
法
よ
り
催
眠
術
に
近
い
。

性
質
上
、
生
物
に
し
か
使
え
な
い
欠
点
が
あ
る
。

聖
痕
使
い
だ
と
明
か
し
、
拒
絶
さ
れ
た
過
去
を
持
ち
、
孤
独
を
恐
れ
て
い
る
為
、

所
属
し
て
い
る
組
織
の
ボ
ス
の
命
令
に
は
必
ず
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
。

自
分
の
力
を
魔
法
と
呼
び
、
誇
る
よ
う
に
他
人
に
言
う
の
は
そ
の
反
動
か
ら
。
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様
土
皆
代

様
土
皆
代

サ
マ
ツ
チ
　
ミ
ナ
ヨ

ど
こ
か
の
国
の
軍
服
を
学
ラ
ン
風
に
改
造
し
た
よ
う
な
服
を
着
た
少
女
。

歳
は
二
十
前
後
。

軍
人
の
よ
う
に
き
び
き
び
と
し
た
動
き
を
し
て
お
り
、
口
調
も
語
尾
に
「
～
で

あ
り
ま
す
」
と
付
け
る
。

大
天
使
に
所
属
し
て
お
り
、
凶
悪
な
違
法
聖
痕
使
い
が
収
容
さ
れ
て
い
る
収
容

ア
ル
ヒ
ア
ン
ゲ
ロ
イ

所
の
管
理
を
任
せ
ら
れ
て
い
る
。

滅
多
に
収
容
所
以
外
で
仕
事
を
し
な
い
為
に
、
隙
間
の
神
の
内
情
に
も
疎
く
、

天
之
原
天
士
の
名
前
も
知
ら
な
か
っ
た
。

護
送
し
た
際
に
顔
を
合
わ
せ
る
程
度
だ
が
、
色
雨
と
も
面
識
が
あ
る
。
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天
之
原
天
士

天
之
原
天
士

ア
マ
ノ
ハ
ラ
　
ソ
ラ
シ

長
い
髪
に
、
男
か
女
か
迷
う
中
性
的
な
容
姿
を
し
て
お
り
、
性
別
は
不
明
。

年
齢
も
不
明
だ
が
、
若
々
し
い
容
姿
を
し
て
い
る
。

た
ま
に
語
尾
に
「
～
か
ね
」
と
付
け
る
奇
妙
な
口
調
で
喋
る
。

数
年
前
に
推
薦
に
よ
っ
て
隙
間
の
神
に
入
る
と
同
時
に
な
っ
た
異
例
中
の
異
例

で
あ
る
現
在
の
熾
天
使
。

セ
ラ
フ

性
格
は
気
さ
く
で
、
お
世
辞
や
社
交
辞
令
が
大
嫌
い
で
あ
り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
。

本
部
と
支
部
の
差
や
本
部
か
ら
何
度
も
出
て
い
る
反
逆
者
の
存
在
に
つ
い
て
、

隙
間
の
神
の
現
状
に
嫌
気
が
さ
し
て
い
る
。

隙
間
の
神
を
所
詮
は
金
銭
で
集
ま
っ
た
組
織
と
し
て
、
正
義
感
で
戦
っ
て
い
る

人
間
が
少
な
い
と
考
え
て
い
る
。

普
段
は
「
管
理
室
」
と
言
う
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
。
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逸
谷
不
戒

逸
谷
不
戒

イ
ツ
タ
ニ
　
フ
カ
イ

殺
人
犯
と
し
て
報
道
さ
れ
た
ら
、
十
人
中
十
人
に
意
外
に
思
わ
れ
そ
う
な
、
外

見
は
平
凡
な
男
。

時
々
語
尾
を
伸
ば
す
、
常
に
軽
い
テ
ン
シ
ョ
ン
の
口
調
を
し
て
い
る
。

隙
間
の
神
に
対
立
す
る
違
法
聖
痕
使
い
の
組
織
「
反
逆
者
」
に
所
属
し
て
い
る
。

レ
ベ
ル

「
暴
君
」
の
「
右
腕
」
と
言
う
、
組
織
の
中
で
も
重
要
な
地
位
に
着
い
て
い
る
。

ボ
ス

人
格
に
問
題
が
あ
る
違
法
聖
痕
使
い
を
ボ
ス
の
代
わ
り
に
纏
め
て
い
る
為
に
苦

労
し
て
い
る
。

性
犯
罪
を
嫌
っ
て
い
る
。

一
見
ま
と
も
だ
が
、
精
神
が
不
安
定
で
、
精
神
安
定
剤
を
常
に
持
ち
歩
い
て
い

る
。

殺
意
を
持
た
ず
に
さ
っ
き
ま
で
会
話
し
て
い
た
人
間
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
殺

せ
る
殺
人
鬼
だ
が
、
人
殺
し
が
好
き
な
訳
で
は
無
い
為
に
必
要
以
上
の
殺
人
は

犯
さ
な
い
。

ボ
ス
を
「
麻
薬
」
に
例
え
、
自
分
達
は
ボ
ス
に
忠
誠
や
信
頼
で
は
無
く
、
崇
拝
、

依
存
し
て
い
る
と
語
る
。

そ
れ
故
に
使
い
潰
さ
れ
る
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
ボ
ス
の
近
く
に
い
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

逸
谷
自
身
は
「
狂
気
」
を
忘
れ
る
為
に
依
存
し
て
い
る
。

聖
痕
は
「
薬
剤
耐
性
」

ド
ラ
ッ
グ
・
レ
ジ
ス
タ
ン
ス

人
間
の
皮
膚
に
直
接
触
れ
る
こ
と
で
病
原
菌
を
感
染
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。

感
染
し
た
者
は
合
図
を
す
る
こ
と
で
発
症
し
、
喉
を
塞
ぎ
、
窒
息
死
す
る
。

ま
た
、
感
染
し
た
人
間
に
触
れ
た
人
間
に
も
伝
染
す
る
。

本
質
は
「
伝
染
す
る
こ
と
」
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落
河
揺
祇

落
河
揺
祇
（
ラ
ク
ガ
ワ
 
 

ユ
ラ
ギ
）

両
手
首
に
赤
と
青
の
ミ
サ
ン
ガ
を
付
け
、
手
帳
と
シ
ャ
ー
ペ
ン
を
持
っ
た
記
者

風
の
女
。

歳
は
十
八
だ
が
、
留
年
し
て
い
る
為
に
高
校
二
年
生
。

一
人
称
は
「
筆
者
」
で
あ
り
、
作
家
を
自
称
す
る
が
作
品
を
他
人
に
見
せ
た
こ

と
が
な
い
為
、
評
価
は
不
明
。

一
般
人
に
聖
痕
を
使
う
罪
悪
感
か
ら
、
鬱
病
に
な
っ
て
い
た
時
期
も
あ
り
、
精

神
的
に
脆
く
、
ナ
イ
ー
ブ
な
性
格
。

秘
匿
に
特
化
し
た
聖
痕
使
い
が
集
ま
る
部
隊
「
主
天
使
」
に
所
属
す
る
記
憶
操

ド
ミ
ニ
オ
ン
ズ

作
の
聖
痕
使
い
。

記
憶
の
操
作
に
か
け
て
は
暗
示
や
消
去
と
は
違
い
、
偽
造
す
る
タ
イ
プ
の
聖
痕

使
い
の
為
、
一
般
的
な
「
主
天
使
」
よ
り
も
優
れ
て
い
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。

ド
ミ
ニ
オ
ン
ズ

し
か
し
、
逆
に
言
え
ば
、
戦
闘
な
ど
に
は
向
か
ず
、
そ
れ
し
か
道
を
選
べ
な
い

聖
痕
。

違
法
聖
痕
使
い
と
戦
う
為
に
隙
間
の
神
に
入
っ
た
が
、
聖
痕
を
使
う
相
手
は
一

般
人
ば
か
り
と
言
う
こ
と
に
苦
悩
し
、
罪
悪
感
に
苛
ま
れ
て
い
た
。

現
在
は
棺
の
言
葉
で
少
し
考
え
を
改
め
た
。

聖
痕
は
「
虚
偽
記
憶
」

フ
ォ
ー
ル
ス
・
メ
モ
リ
ー

記
憶
を
初
期
化
す
る
の
で
は
無
く
、
上
書
き
す
る
聖
痕
。

偽
の
記
憶
を
考
え
、
そ
れ
を
他
人
に
自
身
の
記
憶
と
信
じ
込
ま
せ
る
こ
と
が
出

来
る
、
秘
匿
に
特
化
し
た
強
力
な
聖
痕
。
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御
開
言
伝

御
開
言
伝

ミ
カ
イ
 

コ
ト
ヅ
テ

黒
髪
に
混
じ
っ
た
白
髪
が
目
立
つ
初
老
の
男
。

し
か
し
、
弱
々
し
さ
は
無
く
、
生
気
が
溢
れ
て
い
る
。

新
興
宗
教
「
神
の
導
き
」
の
教
主
で
あ
り
、
布
教
を
続
け
て
い
る
宗
教
家
。

「
人
間
は
全
て
、
神
の
傀
儡
で
あ
る
べ
き
」
と
考
え
て
い
る
な
ど
、
極
端
な
程

に
神
を
神
聖
視
し
て
い
る
。

「
世
界
布
教
」
を
理
想
と
し
て
布
教
を
続
け
て
い
る
。

教
え
を
書
い
た
本
を
配
る
な
ど
地
道
な
布
教
活
動
も
す
る
が
、
そ
れ
で
も
入
信

し
な
い
者
に
は
聖
痕
を
使
っ
て
、
洗
脳
し
よ
う
と
す
る
な
ど
狂
信
的
。

強
引
な
手
段
を
取
っ
て
い
る
自
覚
は
あ
り
、
そ
れ
で
も
そ
の
手
法
を
取
る
の
は
、

自
分
の
行
い
が
結
果
的
に
平
和
を
作
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
私
利
私

欲
を
目
的
と
し
て
い
る
訳
で
は
無
い
。

聖
痕
は
「
精
神
工
学
」

サ
イ
コ
ト
ロ
ニ
ク
ス

「
意
志
送
信
」
系
の
聖
痕
で
あ
り
、
そ
の
中
で
は
強
力
な
タ
イ
プ
。

テ
レ
パ
シ
ー

他
人
の
脳
内
に
自
分
の
思
想
や
価
値
観
を
送
り
、
他
人
に
そ
の
思
想
を
強
制
す

る
洗
脳
の
力
。

本
質
は
「
他
者
と
の
共
感
」
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桐
羽
由
来

桐
羽
由
来

キ
リ
バ
ネ
 

ユ
ラ
イ

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
は
「
白
」

灰
色
に
近
い
色
の
黒
髪
、
不
健
康
な
色
白
、
左
目
に
白
い
眼
帯
を
し
た
男
。

女
顔
な
上
、
細
身
で
あ
る
為
に
女
に
も
見
え
る
。

現
実
味
と
人
間
味
が
無
く
、
存
在
し
て
い
る
こ
と
自
体
に
違
和
感
を
覚
え
る
。

主
義
を
持
た
ず
、
他
人
に
力
を
貸
す
だ
け
を
存
在
意
義
と
し
て
い
て
、
自
己
が

薄
い
。

善
悪
問
わ
ず
、
誰
に
で
も
力
を
貸
す
為
に
常
人
に
は
不
気
味
に
見
え
る
。

「
誰
か
の
役
に
立
つ
為
に
生
ま
れ
て
き
た
人
間
」
で
は
無
く
、
「
誰
か
の
役
に

立
つ
こ
と
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
人
間
」
。

受
動
的
に
し
か
行
動
出
来
な
い
為
に
「
便
利
屋
」
を
し
て
い
る
違
法
聖
痕
使
い
。

表
情
に
乏
し
い
が
会
話
好
き
で
孤
独
を
嫌
う
。

好
み
の
タ
イ
プ
は
年
上
。

聖
痕
は
「
重
複
所
在
」

バ
イ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

透
視
系
の
聖
痕
だ
が
、
亜
種
。

ク
レ
ア
ボ
ヤ
ン
ス

距
離
を
透
視
す
る
遠
隔
透
視
が
変
化
し
た
聖
痕
で
あ
り
、
千
里
眼
の
よ
う
に
遠

く
を
見
渡
す
こ
と
よ
り
、
視
点
を
増
や
す
こ
と
に
特
化
し
て
い
る
。

本
質
は
「
違
う
視
点
で
モ
ノ
を
見
る
こ
と
」

分
身
体
は
幽
体
化
す
る
こ
と
で
浮
遊
す
る
、
透
過
す
る
、
白
い
煙
と
な
っ
て
移

動
す
る
な
ど
、
幽
霊
の
よ
う
に
様
々
な
力
を
持
つ
が
、
衝
撃
に
は
弱
く
、
実
体

化
し
て
い
る
時
に
、
何
か
に
ぶ
つ
か
る
程
度
で
も
消
滅
し
て
し
ま
う
。

霊
能
力
は
基
本
的
に
「
見
え
な
い
者
」
に
対
す
る
力
な
の
で
、
人
間
を
相
手
に

す
る
の
は
苦
手
ら
し
い
。
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端
橋
寧
利

端
橋
寧
利

ハ
シ
バ
シ
 

ネ
イ
リ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
の
モ
デ
ル
の
よ
う
な
服
装
に
、
シ
ャ
ン
プ
ー
ハ
ッ
ト
を
被
っ

た
女
。

歳
は
二
十
代
く
ら
い
。

格
好
い
い
男
よ
り
、
可
愛
い
男
の
子
の
方
が
タ
イ
プ
。

性
格
は
子
供
っ
ぽ
く
、
隠
し
事
が
出
来
な
い
。

意
志
受
信
系
の
聖
痕
を
持
ち
、
他
人
の
秘
密
を
暴
露
す
る
こ
と
を
趣
味
に
し
て

サ
イ
コ
メ
ト
リ
ー

い
る
。

好
奇
心
も
旺
盛
。

語
尾
に
「
ね
～
」
と
付
け
る
癖
が
あ
る
。

良
く
も
悪
く
も
裏
表
が
無
く
、
正
直
者
の
為
、
聖
痕
も
相
俟
っ
て
嫌
わ
れ
者
ら

し
い
。

情
報
収
集
が
得
意
。
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銘
式
濁
里

銘
式
濁
里

メ
イ
シ
キ
 

ニ
ゴ
リ

着
物
に
草
履
を
履
い
た
侍
の
よ
う
な
男
。

時
代
劇
に
出
て
来
そ
う
な
格
好
だ
が
、
主
役
と
言
う
よ
り
は
、
敵
側
の
用
心
棒

の
よ
う
な
雰
囲
気
の
男
。

手
に
持
っ
た
日
本
刀
の
よ
う
な
聖
痕
装
置
（
銘
は
「
鬼
丸
」
）
が
よ
く
似
合
う

男
。

甘
酒
が
大
好
物
で
あ
り
、
い
つ
も
甘
酒
の
入
っ
た
酒
ビ
ン
を
手
に
し
て
、
飲
ん

で
い
る
。

そ
の
為
、
常
に
甘
っ
た
る
い
香
り
を
纏
っ
て
い
る
。

性
格
は
冷
静
で
悲
観
的
だ
が
、
本
質
は
諦
め
の
悪
い
努
力
家
。

両
親
は
違
法
聖
痕
使
い
に
殺
さ
れ
て
お
り
、
隙
間
の
神
に
引
き
取
ら
れ
た
。

そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
も
な
い
ら
し
い
。

か
つ
て
は
よ
り
多
く
の
人
を
助
け
る
為
に
努
力
し
て
い
た
が
、
人
を
助
け
る
組

織
と
信
じ
て
い
た
隙
間
の
神
が
人
助
け
を
考
え
て
い
る
人
間
が
極
端
に
少
な
い

事
実
を
知
り
、
諦
め
た
。

隙
間
の
神
の
人
間
に
危
機
感
を
感
じ
さ
せ
る
為
に
反
逆
し
、
棺
達
の
町
へ
や
っ

て
来
た
。

レ
イ
ヴ
に
周
囲
に
翻
弄
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
、
本
質
は
人
を
助
け
た
い
と
願
う

愚
直
な
努
力
家
だ
と
指
摘
さ
れ
た
。

語
尾
に
「
～
さ
」
と
付
け
る
の
が
口
癖
。

聖
痕
は
「
湾
曲
通
路
」

ワ
ー
ム
ホ
ー
ル

瞬
間
移
動
で
は
無
く
、
空
間
と
空
間
を
繋
げ
て
新
し
い
通
路
を
作
る
力
。

本
質
は
「
障
害
を
避
け
る
こ
と
」
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ヘ
ー
レ
ム

ヘ
ー
レ
ム

サ
フ
ァ
イ
ア
の
よ
う
な
鮮
や
か
す
ぎ
て
不
気
味
な
青
い
髪
に
、
銀
色
の
瞳
を
し

た
中
学
生
く
ら
い
の
少
年
。

十
字
架
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
三
本
も
首
か
ら
下
げ
て
い
る
。

そ
の
外
見
と
不
相
応
に
、
口
調
は
古
風
。

反
逆
者
に
最
近
入
っ
た
新
入
り
で
あ
り
、
素
性
は
不
明
。

無
口
無
表
情
で
常
に
感
情
が
無
い
か
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
る
が
、
性
格
は

残
酷
で
他
人
の
苦
し
む
様
を
見
る
と
、
歪
ん
だ
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

反
逆
者
の
メ
ン
バ
ー
の
割
り
に
ボ
ス
に
対
す
る
執
着
が
あ
ま
り
無
く
、
協
調
性

も
無
い
。

残
留
思
念
を
読
み
取
る
力
を
持
っ
て
い
る
ら
し
い
。
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高
涙
布
津
花

高
涙
布
津
花

タ
カ
ナ
ミ
 

フ
ツ
カ

垂
れ
目
が
特
徴
的
な
パ
ン
ダ
の
よ
う
に
愛
嬌
の
あ
る
高
校
生
く
ら
い
の
少
女
。

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
大
人
そ
う
な
雰
囲
気
を
持
つ
。

棺
の
高
校
の
後
輩
で
あ
り
、
不
良
に
絡
ま
れ
て
い
た
時
に
救
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
深
く
感
謝
し
て
い
る
が
、
棺
は
覚
え
て
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
と
い
っ
た
珍
し
い
所
も
、
聖
痕
も
な
い
、
根
っ
か
ら
の
一
般
人
だ
が
、
何

故
か
聖
遺
物
を
所
有
し
て
い
た
為
に
騒
動
を
引
き
起
こ
す
。

聖
遺
物
は
「
ギ
ュ
ゲ
ー
ス
の
指
輪
」
に
似
た
、
人
間
の
姿
を
消
し
去
る
力
を
持

つ
指
輪
。

そ
の
実
態
は
神
や
聖
霊
の
よ
う
な
「
神
聖
な
存
在
に
人
間
を
変
え
る
力
」
を
持

っ
た
、
聖
十
字
架
を
埋
め
込
ん
で
作
り
上
げ
た
指
輪
。

結
果
的
に
指
輪
を
破
壊
さ
れ
た
こ
と
で
日
常
に
戻
っ
た
。
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ベ
ル
フ
ェ
ゴ
ー
ル

ベ
ル
フ
ェ
ゴ
ー
ル

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
は
「
黒
」

ラ
ッ
キ
ー
カ
ラ
ー
も
「
黒
」

黒
い
ポ
ン
チ
ョ
の
よ
う
な
服
を
来
た
、
容
姿
だ
け
見
れ
ば
十
代
に
見
え
る
黒
髪

の
男
。

全
体
的
に
黒
い
雰
囲
気
を
ま
と
っ
て
い
る
が
、
瞳
の
色
だ
け
は
青
い
。

怠
惰
を
推
奨
す
る
悪
魔
「
ベ
ル
フ
ェ
ゴ
ー
ル
」
の
名
を
持
つ
。

カ
フ
ェ
イ
ン
中
毒
者
で
あ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
が
好
物
。

性
格
は
怠
惰
だ
が
、
始
め
た
こ
と
は
完
璧
で
な
け
れ
ば
気
が
済
ま
な
い
完
璧
主

義
者
。

「
欠
陥
」
を
嫌
い
、
い
つ
か
は
死
ん
で
し
ま
う
人
間
を
欠
陥
品
だ
と
思
っ
て
い

る
。

水
が
大
の
苦
手
で
カ
ナ
ヅ
チ
。

最
も
有
名
な
奇
跡
「
癒
し
」
の
聖
痕
を
持
つ
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
よ
う
な
有
害
で
有
毒
そ
う
な
、
黒
い
煙
霧
を
放
ち
、
触
れ

た
モ
ノ
を
補
修
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

「
ア
ス
ク
レ
ー
ピ
オ
ス
」
の
よ
う
に
「
正
し
く
な
い
癒
し
の
奇
跡
」
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令
宮
祭
月

令
宮
祭
月

レ
イ
グ
ウ
 

サ
イ
ゲ
ツ

学
者
帽
を
被
り
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
た
白
髪
の
男
。

敬
語
を
使
い
、
人
を
呼
ぶ
時
は
苗
字
に
「
氏
」
や
「
殿
」
を
つ
け
て
呼
ぶ
が
、

丁
寧
な
訳
で
は
な
く
、
単
な
る
他
人
行
儀
。

一
人
称
は
「
オ
レ
」

性
格
は
面
倒
く
さ
が
り
。

戦
闘
や
秘
匿
よ
り
も
聖
痕
装
置
の
開
発
が
専
門
な
第
五
部
隊
の
能
天
使
に
所
属

エ
ク
ス
シ
ア
イ

し
て
い
る
。

最
も
簡
単
に
入
れ
て
、
最
も
数
の
多
い
部
隊
な
為
、
様
々
な
雑
用
を
任
せ
ら
れ

て
お
り
、
か
な
り
多
忙
。

数
々
の
聖
痕
装
置
を
開
発
し
、
隙
間
の
神
に
貢
献
し
て
い
る
地
味
に
凄
い
天
才

で
あ
り
、
存
在
自
体
を
知
ら
な
い
者
ま
で
い
る
聖
遺
物
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ

て
い
る
。

非
聖
痕
使
い
で
戦
闘
は
専
門
外
。
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レ
イ
ヴ
・
ロ
ウ
ン
ワ
ー
ド
２
（
前
書
き
）

第
三
十
九
話
ま
で
の
ネ
タ
バ
レ
含
み
ま
す
。
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レ
イ
ヴ
・
ロ
ウ
ン
ワ
ー
ド
２

レ
イ
ヴ
・
ロ
ウ
ン
ワ
ー
ド

本
来
の
姿
は
山
羊
の
よ
う
な
捻
れ
た
角
が
生
え
た
姿
。

正
式
な
名
前
は
「
ダ
ー
イ
ン
ス
レ
イ
ヴ
」
で
「
聖
剣
」
と
呼
ば
れ
る
聖
遺
物
だ

が
、
本
人
曰
く
、
「
魔
剣
」

赤
い
山
羊
の
角
の
よ
う
に
捻
れ
た
刀
身
の
剣
が
本
体
で
あ
り
、
人
間
と
し
て
の

姿
や
意
思
は
聖
痕
に
よ
っ
て
五
十
年
以
上
前
に
芽
生
え
た
も
の
で
、
贖
罪
山
羊

ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト

と
言
う
偶
像
。

物
言
わ
ぬ
剣
と
し
て
は
更
に
前
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
聖
遺
物
の
欠
片
を
使
っ

て
誰
か
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
、
様
々
な
人
間
に
使
わ
れ
て
、
様
々
な
人
間
を

殺
し
て
き
た
。

そ
れ
に
諦
め
の
よ
う
な
感
情
を
抱
き
、
さ
れ
る
が
ま
ま
、
流
れ
る
が
ま
ま
に
流

さ
れ
て
、
棺
達
の
町
へ
と
流
れ
着
き
、
一
人
の
親
友
に
出
会
っ
た
こ
と
で
心
を

救
わ
れ
た
。

そ
れ
以
降
は
今
の
よ
う
な
性
格
に
な
り
、
面
白
半
分
で
ク
ラ
ス
で
浮
い
て
い
た

棺
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
た
り
し
た
が
、
現
在
で
も
そ
の
親
友
の
こ
と
は
世
界

の
何
よ
り
も
優
先
す
る
程
に
、
大
切
に
思
っ
て
い
る
。

聖
遺
物
と
し
て
の
奇
跡
は
「
奇
跡
を
喰
ら
う
」
こ
と
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
聖

痕
を
無
効
化
し
、
内
部
に
蓄
積
し
、
聖
痕
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
す
る
こ
と
が

出
来
る
。

ま
た
、
奇
跡
を
抜
い
た
近
接
戦
闘
も
訓
練
さ
れ
た
力
天
使
を
複
数
相
手
に
立
ち

回
る
ほ
ど
。
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ア
ス
モ
デ
ウ
ス

ア
ス
モ
デ
ウ
ス

飴
の
包
み
紙
の
よ
う
な
派
手
で
可
愛
ら
し
い
リ
ボ
ン
を
つ
け
た
少
女
趣
味
な
女
。

歳
は
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
前
半
ぐ
ら
い
。

元
々
、
間
人
と
同
じ
病
院
で
筋
肉
が
衰
え
る
不
治
の
病
で
入
院
し
て
、
白
状
な

周
り
の
人
間
や
理
不
尽
な
世
界
に
絶
望
し
て
い
た
が
、
ベ
ル
フ
ェ
ゴ
ー
ル
に
身

体
を
治
し
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
こ
と
に
非
常
に
感
謝
し
、
同
時
に
ベ
ル
フ
ェ
ゴ
ー
ル
に
好
意
を
抱
い
て
い

て
「
お
兄
様
」
と
呼
ん
で
慕
っ
て
い
る
。

好
意
を
ベ
ル
フ
ェ
ゴ
ー
ル
本
人
に
直
接
伝
え
た
り
、
何
か
と
距
離
を
縮
め
よ
う

と
し
て
す
る
行
動
は
ベ
ル
フ
ェ
ゴ
ー
ル
を
辟
易
さ
せ
て
い
る
。

瞳
が
青
い
。
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サ
タ
ン

サ
タ
ン

背
中
を
大
き
く
開
け
た
服
を
着
た
十
代
後
半
く
ら
い
の
少
女
。

露
出
度
の
高
い
服
を
着
て
い
る
が
普
通
の
服
を
破
い
た
よ
う
な
格
好
で
色
気
は

な
い
。

乱
暴
な
口
調
で
話
し
、
ベ
ル
フ
ェ
ゴ
ー
ル
が
負
け
た
相
手
に
拘
る
な
ど
喧
嘩
っ

早
い
。

す
ぐ
に
熱
く
な
る
性
格
で
ベ
ル
フ
ェ
ゴ
ー
ル
に
い
つ
も
喧
嘩
腰
だ
が
、
実
際
の

性
格
は
か
な
り
の
心
配
性
。

『
家
族
』
に
対
し
て
は
特
に
心
配
し
て
お
り
、
自
分
よ
り
弱
い
ベ
ル
フ
ェ
ゴ
ー

ル
の
こ
と
を
い
つ
も
心
配
し
て
い
る
。

赤
面
症
で
照
れ
る
と
す
ぐ
に
赤
面
し
て
し
ま
う
。

瞳
が
青
い
。
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鐘
神
季
苑

鐘
神
季
苑

カ
ネ
ガ
ミ
 

キ
エ
ン

地
毛
で
は
な
さ
そ
う
な
金
髪
、
口
に
く
わ
え
た
電
子
タ
バ
コ
が
特
徴
的
な
男
。

端
正
な
顔
立
ち
だ
が
、
ど
こ
か
近
寄
り
が
た
い
マ
フ
ィ
ア
の
よ
う
な
雰
囲
気
を

持
つ
。

外
見
は
二
十
代
後
半
か
ら
三
十
代
前
半
く
ら
い
に
見
え
る
が
、
実
年
齢
は
ま
だ

二
十
歳
。

性
格
は
猜
疑
心
が
強
く
、
利
己
主
義
者
で
秘
密
主
義
者
。

エ
ゴ
イ
ス
ト

意
味
の
あ
る
殺
人
は
何
と
も
思
わ
な
い
が
、
殺
人
そ
の
も
の
を
楽
し
む
無
意
味

な
殺
戮
を
嫌
う
な
ど
、
潔
癖
症
。

隙
間
の
神
に
敵
対
す
る
違
法
聖
痕
使
い
の
組
織
「
反
逆
者
」
の
暴
君
。

レ
ベ
ル

ボ
ス

人
気
が
あ
り
、
多
く
の
違
法
聖
痕
使
い
に
心
酔
さ
れ
て
い
る
。

カ
リ
ス
マ

二
年
前
ま
で
隙
間
の
神
に
所
属
し
て
い
た
反
逆
者
で
あ
り
、
あ
る
出
来
事
で
既

に
死
亡
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

隙
間
の
神
に
強
い
憎
し
み
を
抱
い
て
お
り
、
確
実
に
滅
ぼ
す
為
に
二
年
を
か
け

て
「
反
逆
者
」
を
作
り
上
げ
た
。
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白
垣
散
瀬

白
垣
散
瀬

シ
ラ
ガ
キ
 

サ
ン
セ

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
よ
う
な
赤
い
ナ
イ
ト
キ
ャ
ッ
プ
を
被
り
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
多
数
ぶ
ら
下
げ
た
マ
ン
ト
を
着
た
男
。

深
め
に
帽
子
を
被
っ
て
い
る
為
に
顔
は
隠
れ
て
い
る
が
、
顔
立
ち
は
良
い
方
。

口
癖
は
「
～
な
訳
」
で
軽
薄
な
口
調
で
話
す
。

自
称
「
裕
福
」
で
あ
り
、
人
助
け
に
見
返
り
は
求
め
な
い
が
、
か
な
り
女
好
き
。

聖
痕
使
い
で
そ
れ
な
り
以
上
に
戦
え
る
が
、
臆
病
者
な
為
に
、
争
い
事
を
嫌
い
、

逃
げ
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
。

聖
痕
は
「
黄
金
掌
握
」

ミ
ダ
ー
ス
・
タ
ッ
チ

触
れ
た
モ
ノ
を
問
答
無
用
で
黄
金
に
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

聖
痕
を
オ
ン
と
オ
フ
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
最
大
の
強
み
は
無
意
識
に
触
れ

た
モ
ノ
さ
え
も
黄
金
に
変
え
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
り
、
例
え
、
本
人
が
触
れ
た

こ
と
に
気
付
か
な
く
て
も
黄
金
に
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

本
質
は
『
意
識
し
て
触
れ
ず
と
も
黄
金
に
変
え
る
こ
と
』
。
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パ
イ
ロ
ッ
ト

パ
イ
ロ
ッ
ト

ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
つ
け
、
メ
イ
ド
服
を
着
た
少
女
。

服
装
は
散
瀬
の
趣
味
で
本
人
は
嫌
々
着
て
い
る
為
に
い
つ
も
不
機
嫌
そ
う
で
笑

わ
な
い
。

敬
語
を
使
い
、
散
瀬
の
こ
と
は
「
ご
主
人
」
と
呼
ぶ
が
、
散
瀬
が
ナ
ン
パ
す
る

度
に
「
誘
拐
犯
」
と
罵
る
な
ど
、
毒
舌
家
。

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」
と
言
う
名
前
は
無
論
、
本
名
で
は
な
く
、
散
瀬
に
適
当
に
つ

け
ら
れ
た
あ
だ
名
で
あ
る
。

ぶ
つ
ぶ
つ
と
文
句
を
言
う
が
、
割
り
と
従
順
な
性
格
で
、
散
瀬
か
ら
言
わ
れ
た

指
令
は
全
て
や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
な
ど
、
生
真
面
目
な
性
格
で
も
あ
る
。
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ル
シ
フ
ァ
ー

ル
シ
フ
ァ
ー

高
級
感
溢
れ
る
服
装
を
し
て
、
立
派
な
王
冠
を
被
っ
た
女
。

「
力
」
の
強
弱
に
拘
り
、
絶
対
の
強
者
を
自
称
す
る
。

そ
の
為
、
聖
痕
を
持
た
な
い
一
般
人
を
「
出
来
損
な
い
」
と
罵
倒
し
、
聖
痕
使

い
で
も
自
身
よ
り
弱
い
者
は
「
雑
魚
」
と
見
下
し
て
い
る
。

傲
慢
な
性
格
だ
が
「
力
に
善
悪
は
な
く
、
強
弱
し
か
な
い
」
と
信
じ
て
い
る
為

に
正
や
不
正
は
考
え
ず
に
他
人
を
屈
服
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
た
だ
の

殺
戮
者
で
は
な
い
。

数
年
前
に
棺
達
の
町
へ
や
っ
て
来
て
、
偶
然
聖
痕
を
使
う
所
を
目
撃
し
た
初
和

音
実
を
襲
い
、
そ
の
後
、
駆
け
付
け
た
軽
根
間
人
に
重
症
を
負
わ
せ
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
間
人
に
と
っ
て
は
因
縁
の
相
手
だ
が
、
本
人
は
山
ほ
ど
潰
し

た
雑
魚
の
内
の
一
人
と
し
て
覚
え
て
い
な
い
。

強
者
だ
が
、
そ
れ
故
に
精
神
面
の
弱
さ
を
持
っ
て
い
る
。

絶
対
の
「
強
さ
」
を
持
つ
が
、
逆
に
言
え
ば
そ
れ
し
か
持
っ
て
い
な
い
為
に
他

人
に
勝
つ
こ
と
で
し
か
自
分
を
表
せ
な
い
。

普
段
は
常
に
余
裕
を
保
っ
て
い
る
が
、
自
分
が
少
し
で
も
押
さ
れ
る
と
、
勝
利

に
貪
欲
な
本
性
を
見
せ
る
。

自
分
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
を
変
え
な
い
主
義
。

聖
痕
は
「
爆
発
限
界
」

イ
ク
ス
プ
ロ
ウ
ス
ィ
ヴ

爆
発
を
起
こ
す
の
で
は
な
く
、
爆
発
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
を
強
制

的
に
作
り
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

状
況
自
体
が
起
爆
剤
と
な
る
聖
痕
で
あ
り
、
火
薬
や
ガ
ソ
リ
ン
が
な
く
と
も
、

状
況
自
体
が
起
爆
す
る
。

元
は
自
然
発
火
系
の
聖
痕
だ
っ
た
為
に
人
魂
を
生
み
出
し
て
、
そ
の
燃
焼
速
度

パ
イ
ロ
キ
ネ
シ
ス

を
加
速
さ
せ
る
状
況
を
作
り
出
す
と
言
う
方
法
で
、
爆
発
を
起
こ
し
て
い
る
。

瞳
が
青
い
。
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キ
ャ
プ
テ
ン

キ
ャ
プ
テ
ン

海
賊
の
よ
う
な
帽
子
を
被
り
、
ア
イ
パ
ッ
チ
を
つ
け
た
少
女
。

散
瀬
に
誘
拐
さ
れ
た
少
女
達
の
中
の
一
人
。

他
の
少
女
達
と
同
様
に
過
酷
な
環
境
で
生
き
て
い
た
所
を
散
瀬
に
助
け
出
さ
れ

た
為
に
、
散
瀬
を
慕
っ
て
い
る
。

散
瀬
の
こ
と
は
「
散
瀬
サ
マ
」
と
呼
ん
で
い
る
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
と
は
違
い
、
散
瀬
の
女
癖
の
悪
さ
は
気
に
し
て
お
ら
ず
、
自
分
と

同
じ
よ
う
に
誰
か
を
散
瀬
が
助
け
出
し
て
く
る
の
は
許
容
範
囲
。

し
か
し
、
そ
の
中
で
は
自
分
が
一
番
で
な
け
れ
ば
気
が
済
ま
な
い
よ
う
で
、
嫉

妬
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
ア
ピ
ー
ル
は
す
る
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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